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本論文では、音響管計測の緩支持法の隙間の影響をFEモデルを用いて計算し、以下の結果となった。

・隙間はなるべく小さい方が良い。

・サンプル径はなるべく管の内径と同じ方が良い。

今後は、ウレタンフォームなどでも同様の傾向になるか、Biotモデルを用いたモデル化等計算し、影響を確

認する予定である.
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